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          ２０２５年度 千葉代協 第２回教育委員会 

日時：２０２５年６月２５日（火）１５：００～１７：００ 

開催方法：Ｚｏｏｍ     議長：積田淳     ／ 書記：積田淳 

議事録作成人：積田淳 

                                （敬省略） 

氏名 役職 支部 代理店名 代理出席等 事前 出欠 

東 正己 会長 千葉 （株）よつば  ○ ○ 

積田 淳． 教育委員長 京葉 専保  ○ ○ 

菅野 亘. 副委員長 市原 東海コンサル㈱   ○ 

丹羽 政貴． 委員 千葉 有限会社Ｒ＆Ｂ  ○ ○ 

阪中 昌司． 委員 木更津 株式会社 大鳥ほけん  ○ ○ 

間立 徹． 委員 安房 リスクマネージメント（株）  〇 ○ 

矢野 良多． 委員 茂原 ㈲トラスト保険センター  ○ ○ 

岡部 成行． 委員 東葛 有限会社 岡部  〇 ○ 

倉冨  宗久．  委員 北総 (有) MS総合保険  〇 ○ 

宮内 晴生 委員 銚子 安田総合保険  〇 ○ 

○は委員会参加・×は代理出席等   

 

【今回の議題】 

① 日本代協報告（教育委員会） 

② 日本代協アカデミーネットチャンネル利用者目標設定 

③ ２０２５年度 コンサルティングコースセミナー運営 

④ 千葉代協セミナー検討 

⑤ その他・ご意見等 

⑥ 次回の教育委員会日程 

総評 

 

［挨拶］会長挨拶 （東正己会長）             １５：００～１５：０５（５分） 

教育事業は千葉代協の活動の根幹である。 

代理店資質向上、社員教育の確立、教育委員会の事業が重要な役割になる。日本代協アカデミー

も含めてこれをどのように「伝わるように」するかを考えることが必要。広報委員会とも連携し

て先ずはみなさんに良く知って頂くことが必要。各支部で日本代協アカデミーセミナーなども活

用していただきたいと思う。 

議題① 日本代協（教育委員会） 

                            １５：０５～１５：１５（１０分） 

●日本代協教育委員会  

［報告］ 

・東関東ブロック協議会へ提出済みの報告書を参照 
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議題② 日本代協アカデミーネットチャンネル利用者目標設定１５：１５～１５：５５（２０分） 

［報告］ 

・日本代協教育委員会アカデミー推進ＰＴで要請された日本代協アカデミー利用者目標設定を各

都道府県代協で設定して日本代協教育委員会へ報告する（報告期限７月１０日） 

 

［協議］ 

・千葉代協としては各支部から１会員以上の新規利用登録を行なう（案） 

 これにより最低目標登録数は９会員（９支部）になる 

→今年度は支部から１会員以上の目標として、次年度は３０％、次次年度は５０％と目標数を上

げていく 

・アカデミーを推進するにあたり新コンテンツ情報等の情報を会員に情宣 

 情宣の方法としては過去にも配信したメルマガや千葉代協公式ＬＩＮＥを利用 

→体制整備の一環としてその一つに日本代協アカデミーを導入するのが良い。引き続き体制整備

からアカデミーに必要性をメルマガ等で情報発信していく。 

 

議題③ ２０２５年度 コンサルティングコースセミナー運営 

                           １６：０５～１６：１０（５分） 

［報告］ 

・２０２５年度 一回目セミナー日程確認と運営スタッフの選出 

２０２５年度は受講生が大幅に増えてルーム数の増加を予定している 

８月１９日 （運営責任者：積田淳） 

（スタッフ：宮内委員）（スタッフ：矢野委員）（スタッフ：倉冨委員） 

※受講生にとっての２回目セミナー（年度後半セミナー）の日程は今後に決まる 

 

議題④ 千葉代協セミナー検討 

１６：１０～１６：５０（４０分） 

［報告］ 

・前回の教育委員会では２０２５年度の千葉代協セミナーは来年２月に予定されている千葉代協

７０周年式典記念セミナーと共催にするのであれば協力することで千葉代協セミナーの実施と置

き換えると話しがあり６月１９日の午前中に開催する７０周年事業実行委員会で協議するとなっ

ていたが協議の結果を東会長から報告を受けて７０周年記念セミナーとは共催にしないとお話し

をいただいた 

しかし７０周年記念セミナーの受付等の運営については教育委員会に協力要請をすることも検討

されている 

 

［協議］ 

・７０周年記念セミナーに教育委員会が運営に参加することになるので有れば共催とすることを

再検討できないか 
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→周年事業ではセミナーと言うか千葉県出身の著名人による華やかな講演なので学習のセミナー

とは意味が異なるので千葉代協セミナーは独自で実施することが望ましい 

（７０周年記念セミナーとは別にセミナーを開催する場合） 

・開催時期：１０月 

・テーマの検討：前回の教育委員会では２０２６年度の通常総会記念セミナーで過去から近年に

発生した自然災害から被災した経験から学ぶ教訓をテーマにした座談会形式セミナーを計画する

ことになっていた。しかし通常総会セミナーで開催となれば２０２５年度に開催したセミナーと

はならない為に別にセミナーを開催することになる（２０２５年度事業計画の通り） 

→候補として、代理店賠償責任保険の事例に関するセミナー、体制整備に関するアカデミーを交

えたセミナー、埼玉にある田村装備開発さまによる危機管理対応力を養えるセミナー 

・セミナーテーマ：代理店賠償責任保険セミナー、体制整備（日本代協アカデミー活用含む）、田 

村装備開発セミナー、いずれかで２部構成または３部構成 

・開催方法：リアル 

・会場候補：千葉市文化センター 

・飲食店候補：未定 

・情報交換会：予算を考慮して補助が可能なら開催も検討 

 ※セミナーのみとして情報交換会（懇親会）は開催しない方法も考えることができる。 

●役割分担 ※各役割の報告期限が必要 

・代理店賠償責任保険事例セミナー（Ｃｈｕｂｂ損害保険） 担当者検討 

・体制整備セミナー 担当、積田、日本代協アドバイザー栗山さんが可能なら駆け寄る。６月２

７日の東関東ブロック協議会に雨宮理事が来たときに確認する 

●予算案 

・会場費     ３０，０００円～４０，０００円 

・情報交換会補助 未定 

・講師料     栗山さん３０，０００円 

田村装備開発さん要確認 

代理店賠償責任保険事例セミナー 交通費のみ（要確認） 

  

（セミナー予算 使用可能額合計２５０，０００円） 

 

議題⑥ その他、ご意見等               １６：５０～１６：５５（５分） 

［報告事項］ 

（今年度の予定） 

・東関東ブロックセミナー １０月３１日（宇都宮） 

・千葉代協７０周年式典 ２月１３日（ホテルグリーンタワー幕張） 

 

議題⑦ 次回の教育委員会開催日程             １６：５５～１７：００（５分） 

日時：未定 

場所：未定 
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教育委員会定例会議 終了                          １７：００ 


